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減衰振動を記述するあらわに時間依存しないラグランジアンとして,

Batemanラグランジアン が知られている. 

・ エネルギー演算子( ハミルトニアン演算子)に関する固有値問題を解くと, 

時間経過と共に減衰する固有値と, 原点付近に収束する固有関数が得られた.

・ 断熱近似を用いて固有状態の時間発展を求めた. 

は増幅振動も独立に記述するなど, 幾つかの問題がある.

に基づく減衰調和振動子の量子化

我々は修正されたBatemanラグランジアン を提案する.

[H. Bateman, Phys. Rev., 1931.]


